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﹈

　

活
動
促
進
補
助
金
は
、
地
域
の
将
来

像
や
地
域
課
題
の
解
決
へ
向
け
た
取
り

組
み
を
ま
と
め
た
「
地
域
振
興
計
画
」

に
基
づ
い
て
実
施
す
る
事
業
に
対
し
て
交

付
し
ま
す
。

　

補
助
額
は
対
象
事
業
費
の
４
／
５
以

内
で
、１
事
業
の
上
限
は
３
０
０
万
円
。

　

毎
年
5
月
末
を
申
請
期
限
と
し
、
学

識
経
験
者
な
ど
で
構
成
す
る
審
査
会
を

設
け
、
地
域
へ
の
波
及
効
果
や
事
業
目

的
の
継
続
性
な
ど
の
視
点
か
ら
総
合
的

に
審
査
し
ま
す
。

　

本
年
度
は
、
18
の
自
治
振
興
区
か
ら

29
事
業
の
申
請
が
あ
り
、
審
査
会
で
の

各
自
治
振
興
区
に
よ
る
事
業
説
明
や
審

査
員
と
の
意
見
交
換
を
経
て
2６
事
業
が

採
択
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
昨
年
度
か

ら
対
象
事
業
に
加
え
た
「
定
住
促
進
事

業
」
に
1
事
業
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
文
化
財
マッ
プ
の
作
製
や
地

域
資
源
を
活
用
し
た
公
園
整
備
な
ど
、

自
分
た
ち
が
住
む
地
域
に
興
味
を
持

ち
、
広
く
Ｐ
Ｒ
す
る
事
業
の
ほ
か
、
災

害
時
な
ど
の
緊
急
連
絡
シ
ス
テ
ム
の
構
築

や
、
生
活
環
境
向
上
の
た
め
に
花
木
の

植
栽
な
ど
に
取
り
組
む
自
治
振
興
区
が

多
く
あ
り
ま
し
た
。

※

地
域
振
興
計
画
は
地
域
の
共
有
す
る

夢
（
地
域
の
将
来
像
・
地
域
課
題
の
克

服
な
ど
）
の
実
現
に
向
け
、
概
ね
５
年

か
ら
10
年
間
で
取
り
組
む
地
域
の
構
想

で
す
。

33,251,000 

地域

庄
原

庄
原

総
領

高
野

東
城

口
和

自
治
振
興
区
活
動
促
進
補
助
金
事
業

　

「
自
ら
の
住
む
地
域
は
、
自
ら
創

る
」
と
い
う
住
民
自
治
の
視
点
に

立
ち
、
自
治
振
興
区
に
よ
る
地
域

づ
く
り
を
推
進
す
る
本
市
は
、
合

併
と
同
時
に
「
自
治
振
興
区
活
動

促
進
補
助
金
事
業
」
を
創
設
し
ま

し
た
。

　

す
べ
て
の
自
治
振
興
区
へ
活
動
資

金
と
し
て
一
律
に
配
分
す
る
「
自

治
振
興
区
振
興
交
付
金
」
に
対
し

て
、
こ
の
活
動
促
進
補
助
金
は
、

目
標
に
向
か
っ
て
が
ん
ば
る
地
域
を

積
極
的
に
支
援
す
る
も
の
で
す
。

　

本
年
度
、
こ
の
事
業
を
活
用
し

て
「
地
域
の
夢
を
カ
タ
チ
」
に
す

る
自
治
振
興
区
を
紹
介
し
ま
す
。

活動促進補助金採択事業一覧表(平成20年度）

地
域
の
夢
を
カ
タ
チ
に

自
治
振
興
区
活
動
促
進
補
助
金
事
業

計

定住促進事業２次募集受付中！

公
園
整
備
な
ど
２７
事
業
を
採
択

［ 特集2 ］地域の夢をカタチに

対象事業　▶Uターン対象者の名簿づくり
　　　　　▶Uターン対象者への地域情報の発信
　　　　　▶定住を目的としたイベント　など
補　助　金　対象事業費の4/5以内で、
　　　　　１事業の上限は100万円
申請期限　9月末日
問い合わせ　自治振興課自治振興係☎0824-73-1209
　　　　　または各支所地域振興室

地域の歴史・文化の編さん事業 499,000 

郷土の歴史、文化を見つめ直すため、「東地区歴史散策マップ」を製作する。

生活環境整備事業（花のみちづくり） 260,000 

県大通りの沿線に住民が共同で水仙の植栽を行い、地域内のコミュニティ形成を図る。  

健康づくりの里整備事業 781,000 

地域内で生産した大豆を味噌などに加工するための備品を整備する。  

円通寺・甲山城跡周辺整備事業 2,998,000 

円通寺や甲山城跡への進入路を整備し、文化財を生かした地域文化学習の機会を増やす。  

宮内文化財マップ作製事業 529,000 

地域内の貴重な文化遺産を後世に継承するため、文化財マップを作製する。  

まちに緑を「ミニ街路樹」整備事業 480,000 

庄原の中心市街地に花木のプランターを設置し、緑と潤いのある通りを創出する。。  

フラワーロード整備事業 190,000 

地区の中心を通る道路沿いに季節の花を植栽し、観察会などを通じて世代間交流を図る。  

高歴史街道整備事業 396,000 

地区内にある史跡へ訪れやすくするため、遊歩道整備や案内看板を設置する。  

公園施設（休憩所・あずま屋）建設事業 3,000,000 

昨年整備した『坊ちゃん公園』に休憩所やあずま屋を建設する。  　

敷信ＰＲ大作戦事業 465,000 

「花回廊」看板を設置するとともに、地区内の産品販売促進のための用品を整備する。  　　　

地域情報伝達無線システム「エリアトーク」整備事業 2,500,000 

地域情報伝達無線システム「エリアトーク」整備事業 2,500,000 

地域情報伝達無線システム「エリアトーク」整備事業 2,500,000 

地域情報伝達無線システム「エリアトーク」整備事業 2,500,000 

地域情報伝達無線システム「エリアトーク」を導入し、地域コミュニティの構築を図る。  

大町桜並木整備事業 369,000 

大町地区の桜並木の維持管理と隣接する川のアシを刈り、景観の維持向上を図る。  

「悠久の森」PR看板設置及び地域環境整備事業 250,000 

「悠久の森」の看板を設置する。美化意識の高揚のための視察研修など実施する。  

下門田昭和池周辺整備事業 654,000 

中国横断自動車道の開通に合わせ、昭和池周辺を整備し、交流人口の拡大を図る。  　

非常時緊急連絡板設置事業 168,000 

「緊急連絡板」を各家庭に設置し、安心して暮らせる地域づくりを目指す。  

帝釈自治振興区特産品加工所整備事業 765,000 

特産品販売の促進を図るため、卓上型真空包装機およびパソコン、プリンターなどを整備する。  

防災マップ作製事業 306,000 

地域内の危険個所を示した防災マップを作製し、各集会所へ掲示並びに各戸配布する。  

ためしげ福寿草の里整備事業 3,000,000 

昨年度整備した福寿草散策遊歩道を延長する。福寿草の育苗に取り組むためハウスを建設する。  

安心・安全な地域づくり事業 180,000 

非常時緊急連絡板を各家庭に設置し、安心して暮らせる地域づくりに取り組む。  

案内看板設置事業 376,000 

これまで開発に取り組んできた味噌や豆腐などの商品名や地名の看板を設置する。  

板井谷のコナラ周辺整備とミズバショウ公園整備事業 3,000,000 

県天然記念物の「板井谷のコナラ」周辺に、ミズバショウ畑の造成や花木の植栽を行う。  

黒岩城整備事業 1,529,000 

中国横断自動車道の開通に合わせ、地域のシンボルである山城跡を整備する。  

竹地地域観光地づくり事業 2,832,000 

年間を通じて地域住民の憩いの場となる公園を整備する。  

敷信定住促進事業 224,000 

定期的な情報発信やふるさと祭りへの呼びかけに加え、アンケート調査を行う。

庄原自治振興区（川手上自治会）

庄原自治振興区（川手中自治会）

庄原自治振興区（川手下自治会）

庄原自治振興区（川手沖自治会）

自治振興区

東自治振興区

東自治振興区

北自治振興区

山内自治振興区

庄原自治振興区

庄原自治振興区

庄原自治振興区

高自治振興区

敷信自治振興区

敷信自治振興区

五領自治振興区

南自治振興区

下門田自治振興区

八幡自治振興区

帝釈自治振興区

竹森自治振興区

為重自治振興区

千鳥自治振興区

戸宇自治振興区

小奴可自治振興区

大月自治振興協議会

竹地谷自治振興会

敷信自治振興区

補助金交付決定額（円）事業名・事業内容

敷信自治振興区の味噌づくり（写真：敷信自治振興区提供）

［ 特集２ ］
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（　　　）（　　　）

（　　　）広島県立大学名誉教授（　　　）ま
ず
は
地
域
振
興
計
画
か
ら

　

敷
信
自
治
振
興
区
は
、
庄
原
市
街
地

の
南
部
に
位
置
し
、
工
業
団
地
の
ほ
か
、

食
彩
館
ゆ
め
さ
く
ら
、
か
ん
ぽ
の
郷
庄
原

な
ど
、
市
を
代
表
す
る
観
光
施
設
が
あ

り
ま
す
。
地
区
内
の
人
口
は
約
２
、５
０

０
人
で
、
11
自
治
会
で
構
成
し
て
い
ま

す
。

　

合
併
と
同
時
に
自
治
振
興
区
を
設
立

し
、
ま
ず
取
り
組
ん
だ
の
が
地
域
振
興

計
画
づ
く
り
。
地
域
住
民
が
力
を
合
せ

て
、
住
み
よ
い
地
域
に
し
て
い
く
に
は
、

地
域
の
将
来
像
を
住
民
全
体
で
共
有

し
、
計
画
的
な
地
域
づ
く
り
を
す
る
こ

と
が
大
切
だ
と
考
え
ま
し
た
。

　

敷
信
を
ど
ん
な
地
域
に
し
た
い
の
か
、

そ
し
て
自
治
振
興
区
で
何
が
し
た
い
の

か
、区
民
の「
思
い
」や「
願
い
」を
聴
く「
住

民
ア
ン
ケ
ー
ト
」
を
実
施
。
世
帯
主
だ

け
の
合
議
制
で
進
め
ら
れ
て
き
た
従
来
の

手
法
と
違
い
、
小
学
校
3
年
生
以
上
の

全
住
民
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
配
り
、
75
％
の

１
、４
９
３
人
が
回
答
し
ま
し
た
。

　

回
答
の
あ
っ
た
「
思
い
」
や
「
願
い
」

を
カ
タ
チ
に
す
る
た
め
、「
ワ
ー
ク
シ
ョッ

プ
」
な
ど
を
重
ね
、
平
成
27
年
度
を
目

標
と
す
る
敷
信
戦
略
プ
ラ
ン
を
平
成
17

年
度
末
に
策
定
し
、
各
事
業
を
短
期
・

中
期
・
長
期
で
計
画
的
に
実
施
す
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。
藤
谷
善
久
区
長
は
「
住

民
の
総
意
で
ま
と
め
た
計
画
だ
か
ら
、
み

ん
な
が
計
画
を
尊
重
し
、
一つ
に
ま
と
ま

る
こ
と
が
で
き
る
」
と
話
し
ま
す
。

　

平
成
18
年
度
か
ら
①
し
の
う
発
信
・Ｐ

Ｒ
事
業　

②
花
の
回
廊
づ
く
り
事
業　

③
特
産
品
開
発
・
販
売
事
業　

④
ふ
る

さ
と
村
整
備
事
業
の
４
つ
の
戦
略
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
中
心
に
、
着
実
に
事
業
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　
「
自
治
振
興
区
も
お
金
が
な
い
の
で
、

活
動
促
進
補
助
金
を
有
効
に
活
用
し
た

い
と
い
う
思
い
は
あ
る
が
、
補
助
金
を
取

り
に
いっ
て
い
る
の
で
は
な
い
。
ま
た
、
補

助
金
が
あ
る
か
ら
事
業
を
し
て
い
る
の
で

は
な
い
。
あ
く
ま
で
も
、
地
域
振
興
計

画
に
基
づ
い
て
事
業
を
し
て
い
る
だ
け
。

計
画
で
や
る
べ
き
こ
と
が
明
確
化
さ
れ
て

い
る
か
ら
こ
そ
、
補
助
金
を
有
効
に
活
用

で
き
る
」。
藤
谷
区
長
は
地
域
振
興
計
画

の
必
要
性
を
強
調
し
ま
す
。

　

ま
た
、
各
部
会
に
11
自
治
会
か
ら一人

ず
つ
参
加
し
た
り
、
各
自
治
会
が
そ
れ

ぞ
れ
事
業
を
行
う
力
を
持
っ
て
い
た
り

と
、
組
織
力
の
強
さ
が
計
画
的
に
事
業

を
行
え
る
要
因
に
も
な
って
い
ま
す
。

34
自
治
振
興
区
が
未
活
用

　

市
内
の
８８
自
治
振
興
区
の
う
ち
、
16

自
治
振
興
区
が
地
域
振
興
計
画
を
未
策

定
で
、
34
自
治
振
興
区
が
活
動
促
進
補

助
金
を
活
用
し
て
い
ま
せ
ん
。

　
「
役
員
が
本
気
に
な
れ
ば
、
み
ん
な
が

協
力
し
て
く
れ
る
。
地
域
に
は
い
ろ
ん
な

人
材
が
お
ら
れ
る
が
、
そ
れ
に
気
が
つ
い

て
い
な
い
こ
と
が
多
い
。
役
員
だ
け
で
抱

え
ず
、
地
域
の
人
材
を
つ
な
ぐ
こ
と
が
大

切
」
と
藤
原
鈴
子
事
務
局
長
。

　
「
が
ん
ば
る
地
域
と
が
ん
ば
ら
な
い
地

域
で
は
、
10
年
経
っ
た
ら
も
の
す
ご
く
格

差
が
で
き
る
。
う
ち
の
地
域
は
ダ
メ
だ
と

嘆
く
前
に
、
役
員
が
そ
ろ
っ
て
自
治
振
興

区
活
動
報
告
会
に
出
か
け
る
な
ど
、
他

の
自
治
振
興
区
の
が
ん
ば
る
姿
を
見
て
ほ

し
い
。
そ
こ
か
ら
、
何
か一つ
で
も
事
業
を

始
め
る
こ
と
で
、
地
域
づ
く
り
が
お
も
し

ろ
く
な
っ
た
り
、
地
域
に
誇
り
が
生
ま
れ

た
り
す
る
」
と
藤
谷
区
長
は
エ
ー
ル
を
送

り
ま
す
。

　

活
動
促
進
補
助
金
事
業
は
来
年
度
で

５
年
目
。
多
く
の
自
治
振
興
区
が
活
用

し
、
地
域
の
夢
を
実
現
す
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。

審
査
会
を
終
え
て

［ 特集2 ］地域の夢をカタチに

　為重自治振興区の「ためしげ福寿草の里整備事
業」は、自治振興区全体の取り組みとなり、理想的
な地域づくりのモデルケースとなってきています。今
回、小奴可自治振興区でも板井谷のコナラ周辺整備
事業に取り組み、ナナカマド、ミズバショウなどの植栽
で、地域の「宝」づくりにチャレンジし、観光客を誘
致する場所にしたいとのこと。観光資源の創出、活
用で、地域が活性化されるよう、夢に向かって全員
で努力しましょう。

　今年も昨年に引き続き、自らの地域をなんとか
活性化しようとする申請が多く出されました。そ
こには、「自分たちの地域は自分たちの手で」と
いう意気込みが感じられ、この制度が市民の皆
さんに定着しているという思いがしました。
　まだ申請されていない地域が、新たな活動に
取り組まれることを期待しています。

　本年度、審査会に待望の女性プレゼンテー
ターが登場し、自治振興区が行う事業を説明さ
れました。地域づくりに男女共同参画の視点を
大切にして、大きな事業だけでなく、身近なプラ
ンもぜひ生かしてくださることを望みます。
　なお、申請する自治振興区が固定化している
ので、新規申請者の拡大が課題だと感じました。

　前年度を上回る申請があり、うれしく思いました。
安心な日常生活を自分たちで守っていこうとする地道
な活動から将来展望を見据え地域の特性を生かした
事業など、どの地域からもみんなで話し合い、参画
していく姿に力強さを感じました。

㈱庄原市農林振興公社代表取締役社長
庄原市総合サービス㈱取締役

中央が藤谷区長。
両端が事務局の藤原さん（右）と是久さん（左）

近藤　久子黒田　令子
元JA庄原職員

野原　建一池田　　怜

1

採
択
件
数
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン

活
動
促
進
補
助
金
事
業
は

平
成
１７
年
度
か
ら
の
４
年
間
で
、

採
択
件
数
１
０
１
件

５４
自
治
振
興
区
が
活
用
し
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
、
敷
信
自
治
振
興
区
は

１０
件
と
採
択
件
数
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
。

ま
た
、
４
年
連
続
で
採
択
さ
れ
て
い
る

の
も
敷
信
自
治
振
興
区
だ
け
で
す
。

活
動
促
進
補
助
金
を
有
効
に
活
用
し
、

地
域
づ
く
り
を
行
う

敷
信
自
治
振
興
区
に
迫
り
ま
す
。

敷
信
自
治
振
興
区

けんいちのはら

ひさここんどうれいこくろだ

さとしいけだ

刺し子作家

地域振興計画をパンフレットに

観光資源の創出で地域を活性化 新規申請者の拡大に期待

みんなで話し合い参画する姿に力強さ 地域づくりに男女共同参画の視点を
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